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cl≡最 上e-p梱 dxl eβ紳 'dx, C2≡最 上dxe-β梱 L xeβ畔 )dx′, (7 )
および
･G--△Eo- kBTln識 △Eo-"0,-姉 , (8)
である｡
この△Cは､境界条件の具体的表式を代入することにより､与えられた溶液の濃度と温度の下
でのATP+H20とADP十Piの自由エネルギー差と解釈できる｡
実際､このJoの表式(6)は､△G<0なら正､△G>0なら負を与え､このような定式化で確
かにモーターは自由エネルギーが減少する方向に進むので､この意味で(8)式の△Gが自由エネ
ルギー差であるとの解釈を正当化できる｡
このような分子モーターの定式化は､例えば､溶液も含めた自由エネルギーをLangevin方程式
のポテンシャルとして用いたWang&Osterによる定式化【2]と､見かけ上かなり異なるように見
える｡特に､Osterらによる定式化は､内部エネルギーと配位のエントロゼ-という物理的起源の
異なる自由エネルギーを明示的には区別していないが､いくつかのポテンシャルの分岐の相対変
位として表現されているように見える｡今回の定式化が､Osterらの定式化と本質的に異なる結果
を導くのか､あるいは､モデルの各部分の解釈に吸収されるのか､今後検討したい｡
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